
名取川河川防災座談会等の意見について

平成２０年１２月１７日
国土交通省 東北地方整備局

資料－１



平成２０年１１月２９日（土）平成２０年１１月２９日（土）
時間時間/1/1００::００00～～11２２::３３00 開場開場//９９::３３00～～
太白区文化センター太白区文化センター 展示室（地下展示室（地下11階）階）

参加費は
無料です

【問い合わせ先】 名取川河川改修促進期成同盟会事務局
（仙台市役所 建設局 百年の杜推進部 河川課内）

住所：〒980-8671仙台市青葉区国分町3-7-1 TEL：022-214-8836

主 催 名取川河川改修促進期成同盟会
共 催 国土交通省仙台河川国道事務所、宮城県

①①基調講演基調講演
「近年の豪雨災害とその課題」「近年の豪雨災害とその課題」
田中田中 仁仁 氏氏 （東北大学教授）（東北大学教授）

②河川防災座談会②河川防災座談会
「水害経験と地域防災の現状」「水害経験と地域防災の現状」

コーディネーター：コーディネーター： 田中田中 仁仁 氏氏 （東北大学教授）（東北大学教授）
出席者：出席者： 熊谷熊谷 かつよかつよ 氏氏 （仙台市北目町内会理事）（仙台市北目町内会理事）

鈴木鈴木 善雄善雄 氏氏 （名取市閖上町内会連絡協議会顧問）（名取市閖上町内会連絡協議会顧問）
高橋高橋 善夫善夫 氏氏 （名取市日和山町内会会長）（名取市日和山町内会会長）
渡辺渡辺 権悦権悦 氏氏 （仙台市六郷地区町内会連合会長）（仙台市六郷地区町内会連合会長） ※※五十音順五十音順

アドバイザー：アドバイザー： 南南 文彦文彦 （国土交通省仙台河川国道事務所副所長）（国土交通省仙台河川国道事務所副所長）

名取川は、昭和２５年８月に堤防が決壊する大規模な洪水に見舞われました。あれから約６０年、その間にも昭名取川は、昭和２５年８月に堤防が決壊する大規模な洪水に見舞われました。あれから約６０年、その間にも昭
和６１年、平成６年、平成１４年等、度々洪水が発生しています。和６１年、平成６年、平成１４年等、度々洪水が発生しています。

水害の教訓を次世代に伝えるとともに、地域の防災の現状について語り合いましょう水害の教訓を次世代に伝えるとともに、地域の防災の現状について語り合いましょう。。
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名取川河川防災座談会開催状況

基調講演の様子 河川防災座談会の様子
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来場者総数： 約８０名

意 見 総 数： ５４

「近年の豪雨災害とその課題」
田中 仁 氏 （東北大学教授）

「水害経験と地域防災の現状」



①治水対策について

１ 水害の心配の無い河川にしてほしい。

２ 安心、安全で散策等が出来る様にしていただきたい。

３ 安全で緑豊かな、子供たちが生態の勉強できるような環境。

４ 水害の災害が発生するのは下流地域でありますのでこれからも安全対策が必要と思います。

５ 災害のない河川

６ 名取川沿川は人口が著しく増加し、河川の位置付認識が高くなっている。水害、生命財産を守る重要な管
理が必要である。

７ 防災用の川づくり。

８ 川の洪水被害等を現世代に正しく伝え、更に次の世代にも伝えていくこと

９ 名取川は沿川住民も多く、沿川に公共施設も多いため、一度氾濫が起こると大変なことになると思います。
氾濫しないよう、仮に氾濫したとしても、被害最少となる取り組みが必要と思います。

１０ 名取川整備８３％が１００％になること望みます。

名取川河川防災座談会での意見等
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②河川利用について

１ 市民が近づきやすく、散歩などできる河川。

２ 遠方から客を気軽に案内できるような身近な河川であって欲しいと思います。

３ 河川の中に歩道を。

４ 川をもっと身近に！

５ 名取川については民地の区画整理を実施し、河川敷活用の推進が必要。

６ 市民の憩いの場としてトイレやベンチの充実を希望する。

７ 安心、安全で散策等が出来る様にしていただきたい。（①と重複意見）

８ 遠方からでも見に、あそびに来たいと思われるような河川環境、利用施設の充実を望みます。

９ 通常親子で水遊び出来るような施設があっても良いと思う。

１０ 杜の都仙台以上の役割を担う、水の都〝仙台・名取〟の市民参加型イベントを考えましょう！

名取川河川防災座談会での意見等
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②河川利用について

１１ 市民の憩いの場としての努力、工夫をしてほしい。

１２ 名取大橋～グランド間の遊歩道の設置。

１３ 堤防の幅が狭いため車のすれ違いが困難。待避所などの設置。

１４ 人に利用される河川、ある程度自由に色々取り組める河川（ボランティア、上下流の意見交換、学校での
総合学習を利用した清掃活動）

１５ 環境の改善(公園）の整備が必要である。

１６ 安全で遊べる施設の充実を望みます。

１７ 住民の憩いの場所（特に子供達の自然学習の場づくり）

１８

１９

２０

名取川河川防災座談会での意見等
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③河川環境について

１ 地域の住環境の魅力アップにつながるような多目的な河川に整備されることを望みます。

２ 安全で緑豊かな、子供たちが生態の勉強できるような環境。（①と重複意見）

３

４

５

６

７

８

９

１０

名取川河川防災座談会での意見等
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④維持管理について

１ 広瀬川より名取川の方が保全管理が良くない。特に平成に入ったあたりから名取川整備が大変良くないよ
うです。

２ 名取川、広瀬川ともゴミ不法投棄が多い。

３ 流域一体となった管理を望む。

４ 隣接の樹木を大切にして欲しい。清掃活動を行う。(草刈）

５ 流木による災害が多いと聞いたので、中・高木の伐採も必要ではないか。

６ 橋脚保護のため設置されたブロックが散乱してカヌーの利用が危険であるため、散乱したブロックを橋脚保
護にもどし、導水部分を作ってもらうとありがたい。

７ 豊かな河川の自然を市民の憩いの場、子供達の遊び場、教育の場として活用できるよう清掃等も含め協
働の意識を育んでほしい。

８ 治水、利水、環境のバランスを考慮した管理を。

９

１０

名取川河川防災座談会での意見等
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